２０２４年度 ［第２２回］ 建築・住宅技術アイデアコンペ提案書
提案用紙①
	提案タイトル
	



	ふりがな
	

	提案者（代表者）の
氏名
	

	提案者（代表者）の
連絡先
	会社名
団体名
	

	
	所属
	


	
	住　所
	〒



	
	電話番号
	

	
	Eメール
	

	提案者全員の
氏名と所属

＊共同提案者も会員　　　（正会員・準会員・学術会員）のみとさせていただきます

	氏名（ふりがな）：

	
	所属：

	
	氏名（ふりがな）：

	
	所属：

	
	氏名（ふりがな）：

	
	所属：

	
	氏名（ふりがな）：

	
	所属：

	
	氏名（ふりがな）：

	
	所属：

	※提案者の記入欄が足りない場合は、別途リストを作成のうえ、当提案用紙に添付してください

↓ご確認欄 （連絡担当者、もしくは学術会員）

	提案者（代表者）の会員種別に☑をつけて下さい
☐正会員 ※１
☐準会員 ※１
☐学術会員
☐一般会員 ※２
	氏名（ふりがな）






※1正会員・準会員の方は、連絡担当者の方が提案書類をとりまとめ、連絡担当者の方がご確認の上、送付ください。複数会員の連名で出される場合は、代表会員の連絡担当者からご提出　ください。
※2 一般の方（法人、又は現職大学教員に限る）は、入選後に当会に入会することが条件となって　　います。確認のためチェックをして、ご本人のお名前をご記入ください。

提案用紙②
	提案タイトル
	



	提案概要
（２００字程度）
	











	提案ポイント
	新規性
	




	
	実用性
	




	
	異業種
関連度合
	




	
	社会に対する
インパクト
	





「提案ポイント」記入要領
	新規性
	「従来の建築・住宅技術」に対する新規性について、記入してください。
　＜補足＞
・技術的新規性（文理融合分野タイプの提案を含む）
・我が国の国際競争力を高めるような技術の規格・標準･基準等の新規性

	実用性
	研究開発の成果が、学術研究や情報の蓄積・整理の範囲にとどまらず、都市・
建築空間で実地に用いる、あるいは実際に役立つことについて記入してください。
　＜補足＞
・提案のゴールが産業分野に実装する提案になっているかどうか
・直ぐに使える技術、直ぐに技術標準に反映されるものかどうか

	異業種
関連度合
	
異業種企業と連携して進めるものであるかについて、記入してください。


	社会に対する
インパクト
	研究開発目標が達成され、成果が実用化した場合の社会や生活に対する
インパクトの大きさについて、記入してください。　
＜補足＞
・生活に対する新規性及び波及効果
・現在の社会課題に対応する政策・制度・社会システムとしての新規性、
及び波及効果



概要書①　自由書式
	




















































概要書②　自由書式
	





















































